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連
合
や
金
属
労
協
が
来
春
交
渉
に
向
け
た

賃
上
げ
や
労
働
時
間
短
縮
な
ど
の
要
求
方
針

を
一
二
月
初
旬
に
決
め
、
〇
八
春
闘
が
始
動

し
た
。
賃
上
げ
要
求
は
昨
年
同
水
準
か
そ
れ

以
上
の
設
定
を
構
成
組
織
に
要
請
。
ま
た
ワ

ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
の
観
点
か

ら
労
働
時
間
短
縮
要
求
と
し
て
、
残
業
や
休

日
出
勤
に
よ
る
時
間
外
割
増
率
の
引
き
上
げ

を
要
求
に
盛
り
込
む
流
れ
が
形
成
さ
れ
つ
つ

あ
る
。
以
下
で
そ
の
動
向
を
ま
と
め
る
。

時
間
外
削
減
に
向
け
「
割
増
率
共

闘
」
を
立
ち
上
げ
／
連
合

〈
実
質
一
％
以
上
の
配
分
実
現
を
〉

　

ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
連
合
（
髙
木
剛

会
長
、
六
五
〇
万
人
）
は
一
二
月
四
日
に
中

央
委
員
会
を
開
き
、
賃
上
げ
要
求
に
つ
い
て

「
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
分
を
確
保
し
た
う
え
で

賃
金
改
善
に
取
り
組
む
」
こ
と
を
前
提
に
、

マ
ク
ロ
的
に
は
労
働
側
に
「
実
質
一
％
以
上

の
配
分
の
実
現
」
を
求
め
る
一
方
、
時
短
推

進
の
た
め
、
時
間
外
割
増
率
の
引
き
上
げ
要

求
を
行
う
産
別
を
中
心
に
「
割
増
率
共
闘
」

を
立
ち
上
げ
る
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
〇

八
春
季
生
活
闘
争
の
方
針
を
決
め
た
。

　

方
針
は
来
春
闘
争
の
基
本
ス
タ
ン
ス
と
し

て
、「
社
会
的
な
分
配
の
あ
り
方
に
積
極
的
に

関
与
し
、
内
需
拡
大
な
ど
マ
ク
ロ
経
済
へ
の

影
響
力
を
発
揮
す
る
」
と
強
調
。
賃
上
げ
に

つ
い
て
は
、
月
例
賃
金
の
改
善
を
最
優
先
に
、

中
小
企
業
の
格
差
是
正
や
パ
ー
ト
等
の
非
正

規
社
員
の
処
遇
改
善
も
重
視
し
、「
全
体
的
な

底
上
げ
を
図
る
」
と
の
枠
組
み
を
提
示
。
中

小
共
闘
や
パ
ー
ト
共
闘
な
ど
を
強
化
し
、
相

乗
効
果
に
よ
る
底
上
げ
を
狙
う
。

　

す
べ
て
の
組
合
が
取
り
組
む
ミ
ニ
マ
ム
運

動
課
題
と
し
て
、
①
賃
金
カ
ー
ブ
を
維
持
し

た
う
え
で
賃
金
改
善
に
取
り
組
む
②
パ
ー
ト

労
働
者
な
ど
も
含
め
た
全
従
業
員
を
対
象
に

賃
金
を
は
じ
め
と
す
る
処
遇
改
善
に
取
り
組

む
③
連
合
リ
ビ
ン
グ
ウ
ェ
イ
ジ
（
誰
に
で
も

最
低
限
の
生
活
を
保
障
で
き
る
賃
金
と
し
て

の
「
生
活
保
障
水
準
」。
到
達
目
標
は
時
間

額 

八
五
〇
円
、
月
額
一
四
万
八
〇
〇
〇
円
）

の
水
準
を
踏
ま
え
た
企
業
内
最
低
賃
金
協
定

を
締
結
す
る
④
長
す
ぎ
る
労
働
時
間
を
是
正

す
る
た
め
総
実
労
働
時
間
の
短
縮
に
取
り
組

む 

⑤
時
間
外
・
休
日
労
働
の
割
増
率
の
引

き
上
げ
に
取
り
組
む
│
│
の
五
点
を
掲
げ
た
。

　

重
視
す
る
中
小
・
地
場
組
合
の
賃
金
改
善

に
つ
い
て
は
、
賃
上
げ
要
求
目
安
を
、「
賃
金

カ
ー
ブ
の
算
定
が
可
能
な
組
合
は
二
五
〇
〇

円
以
上（
賃
金
改
善
分
）」
と
「
カ
ー
ブ
算
定

が
困
難
な
組
合
は
賃
金
カ
ー
ブ
確
保
相
当
分 

四
五
〇
〇
円
（
目
安
）
プ
ラ
ス 

二
五
〇
〇

円
以
上
（
賃
金
改
善
分
）」に
設
定
。要
求
目

安
は
昨
年
と
同
じ
だ
が
、
規
模
間
格
差
是
正

の
視
点
か
ら
、
到
達
す
べ
き
絶
対
水
準
に
こ

だ
わ
る
交
渉
を
強
め
る
た
め
、
初
め
て
年
齢

別
の
参
考
値
と
し
て
、
二
五
歳
一
八
万
五
〇

〇
〇
円
、三
〇
歳
二
一
万
円
、三
五
歳
二
四
万

円
、
四
〇
歳
二
六
万
五
〇
〇
〇
円
を
示
し
た
。

　

ま
た
、
パ
ー
ト
な
ど
非
正
規
雇
用
の
待
遇

改
善
に
向
け
て
、
一
四
産
別
で
つ
く
る
パ
ー

ト
共
闘
会
議
は
、「
時
給
一
〇
〇
〇
円
程
度
、

時
給
の
上
げ
幅
二
五
円
程
度
」
を
求
め
る
方

針
案
を
固
め
て
い
る
。
時
給
引
き
上
げ
要
求

の
目
安
は
、
〇
七
春
闘
よ
り
一
〇
円
上
積
み

し
、
従
来
以
上
に
底
上
げ
を
意
識
す
る
。

　

髙
木
連
合
会
長
は
あ
い
さ
つ
で
「
余
り
に

も
過
度
に
個
別
企
業
の
論
理
に
傾
斜
し
た
判

断
が
続
け
ば
、
日
本
の
マ
ク
ロ
に
よ
く
な
い

影
響
を
あ
た
え
か
ね
な
い
こ
と
も
あ
る
」
と
、

個
別
交
渉
の
強
化
を
訴
え
た
う
え
で
、「
労
働

運
動
の
社
会
的
責
任
と
い
う
観
点
を
大
切
に
、

賃
金
等
の
相
場
形
成
、
波
及
を
高
め
る
た
め

に
共
闘
体
制
の
強
化
を
図
り
、
構
成
組
織
と

地
方
連
合
会
の
タ
テ
・
ヨ
コ
の
連
携
を
深
め

て 

〇
八
春
季
生
活
闘
争
を
闘
い
抜
き
た
い
」

と
決
意
表
明
し
た
。

　

〇
七
年
六
月
に
策
定
し
た
連
合
の
「
中
期

時
短
方
針
」
に
盛
り
込
ま
れ
た
時
間
外
労
働

割
増
率
の
引
き
上
げ
目
標
で
あ
る
時
間
外
五

〇
％
、
休
日
一
〇
〇
％
（
法
定
・
時
間
外
二

五
％
、
休
日
三
五
％
）
の
実
現
に
向
け
た
第

一
歩
と
し
て
、「
各
産
別
の
参
加
に
よ
っ
て
共

闘
組
織
を
立
ち
上
げ
、
全
体
の
合
意
に
よ
っ

て
運
動
を
具
体
化
し
強
力
に
取
り
組
み
を
推

進
す
る
」
と
明
記
。
時
間
外
割
増
率
ア
ッ
プ

を
要
求
項
目
に
盛
り
込
む
予
定
の
産
別
が
一

一
月
二
九
日
に
集
ま
り
、
基
本
的
な
取
り
組

み
内
容
と
し
て
、
中
期
方
針
に
あ
る
五
〇
％
、

一
〇
〇
％
は
目
標
と
し
て
堅
持
し
た
上
で
、

来
春
交
渉
で
は
、
①
月
四
五
時
間
未
満
の
時

間
外
の
場
合 

三
〇
％
②
月
四
五
時
間
超
の

場
合
五
〇
％
③
休
日
労
働
五
〇
％―

―

を
取

り
組
み
の
中
心
に
据
え
る
こ
と
を
確
認
し
、

共
闘
代
表
に
中
村
正
武
電
機
連
合
会
長
を
選

ん
だ
。
年
明
け
に
第
一
回
共
闘
会
議
を
開
催

し
、
具
体
的
な
方
針
を
提
起
す
る
考
え
だ
。

現
段
階
で
共
闘
に
参
加
の
意
志
を
表
明
し
て

い
る
の
は
一
五
産
別
と
な
っ
て
い
る
。

「
昨
年
同
水
準
も
し
く
は
そ
れ
を
上

回
る
賃
上
げ
要
求
で
」／
金
属
労
協

　

自
動
車
、
電
機
、
鉄
、
造
船
な
ど
金
属
関

係
の
産
別
で
つ
く
る
金
属
労
協
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ･

Ｊ
Ｃ
、
二
〇
〇
万
人
）
は
一
二
月
六
日
に
第

五
〇
回
協
議
委
員
会
を
開
き
、
二
〇
〇
八
年

闘
争
方
針
を
決
定
し
た
。
賃
上
げ
要
求
で
は
、

金
属
労
協
全
体
で
「
賃
金
改
善
」
に
取
り
組

む
こ
と
を
確
認
。
あ
い
さ
つ
で
加
藤
裕
治
議

長
は
要
求
内
容
に
つ
い
て
「
昨
年
水
準
も
し

く
は
そ
れ
を
上
回
る
こ
と
を
念
頭
に
要
求
設

定
を
」
と
要
請
し
た
。

　

加
盟
五
産
別
は
一
月
中
旬
か
ら
二
月
上
旬

に
中
央
委
員
会
を
開
き
、
産
別
ご
と
の
闘
争

方
針
を
決
定
。
各
単
組
は
集
計
登
録
組
合
を

中
心
に
二
月
二
二
日
ま
で
に
要
求
提
出
し
、

三
月
中
旬
の
集
中
回
答
日
を
め
ざ
し
て
交
渉

を
展
開
。
集
中
回
答
日
は
三
月
一
二
日
が
有

力
視
さ
れ
て
い
る
。

　

冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
加
藤
議
長
は
、
賃
上

げ
要
求
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
①
一
昨
年

か
ら
復
活
し
た
賃
金
改
善
の
流
れ
を
さ
ら
に

加
速
し
て
い
く
②
「
お
お
く
く
り
職
種
別
賃

金
」
の
形
成
を
意
識
し
絶
対
水
準
を
重
視 

③ 

昨
年
水
準
も
し
く
は
そ
れ
を
上
回
る
こ

ト
ピ
ッ
ク
ス

〇
八
春
闘

1

連
合
、金
属
労
協
な
ど
が
闘
争
方
針
を
決
定―

―

「
賃
金
改
善
」「
格
差
是
正
」「
時
短
」が
軸
に
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と
を
念
頭
に
Ｊ
Ｃ
共
闘
を
強
く
意
識
し
た
要

求
設
定―

―

の
三
点
を
強
調
し
た
。

　

闘
争
方
針
で
は
統
一
的
な
賃
上
げ
要
求
の

水
準
は
明
記
し
て
い
な
い
が
、
グ
ル
ー
プ･

関
連
企
業
、
取
引
先
も
含
め
た
金
属
産
業
全

体
の
労
働
条
件
の
魅
力
を
求
め
る
観
点
か
ら
、

中
堅
・
中
小
労
組
の
格
差
改
善
を
図
る
た
め
、

「
賃
金
改
善
に
積
極
的
に
取
り
組
む
」
な
ど

と
し
、
こ
ち
ら
も
規
模
間
格
差
の
是
正
に
力

点
を
お
い
て
い
る
。

　

金
属
産
業
に
ふ
さ
わ
し
い
賃
金
水
準
を
め

ざ
す
「
お
お
く
く
り
職
種
別
賃
金
」
の
取
り

組
み
で
は
、
基
幹
労
働
者
（
技
能
職
三
五
歳

相
当
）
の
あ
る
べ
き
絶
対
水
準
と
し
て
、
①

目
標
基
準
（
め
ざ
す
べ
き
到
達
水
準
）
基
本

賃
金
で
三
三
万
八
〇
〇
〇
円
以
上 

②
標
準

到
達
基
準
（
標
準
的
な
労
働
者
が
到
達
を
め

ざ
す
水
準
）
同 

三
一
万
円
③
最
低
到
達
基

準
（
全
単
組
が
到
達
を
め
ざ
す
水
準
）
標
準

到
達
基
準
の
八
割
程
度―

―

の
三
つ
の
ポ
イ

ン
ト
を
設
定
。
一
時
金
要
求
は
年
間
五
カ
月

を
基
本
に
最
低
で
も
四
カ
月
確
保
を
掲
げ
る
。

中
小
の
底
上
げ
と
相
場
波
及
に
向
け
た
取
り

組
み
と
し
て
〇
七
春
闘
か
ら
着
手
し
た
中
堅

･

中
小
の
個
別
要
求
や
回
答
状
況
の
公
表
に

つ
い
て 

〇
八
闘
争
で
は
さ
ら
に
て
こ
入
れ

し
、
前
回
一
三
四
組
合
だ
っ
た
公
表
実
績
を

一
五
〇
〜
一
六
〇
に
増
強
す
る
考
え
だ
。

　

労
働
時
間
関
係
で
は
、
年
間
総
実
労
働
時

間
の
短
縮
に
向
け
て
、
時
間
外
労
働
の
削
減

に
重
点
を
置
く
。
三
六
協
定
特
別
条
項
の
運

用
厳
格
化
に
よ
る
時
間
管
理
の
徹
底
と
あ
わ

せ
て
、
時
間
外
割
増
率
の
引
き
上
げ
を
求
め

る
。
た
だ
し
、
秋
の
協
約
改
定
で
扱
う
組
合

も
あ
る
な
ど
、
春
の
闘
争
で
足
並
み
を
揃
え

る
こ
と
が
で
き
な
い
事
情
も
あ
り
、
実
態
を

踏
ま
え
て
取
り
組
む
と
し
て
い
る
。

　

初
め
て
「
賃
金
改
善
の
波
及
効
果
を
高
め

る
た
め
、
グ
ル
ー
プ･

関
連
企
業
等
を
含
め

た
賃
金
改
善
に
関
す
る
諸
課
題
に
つ
い
て
労

使
協
議
会
を
行
う
」
と
の
方
針
を
盛
り
込
ん

だ
点
が
注
目
さ
れ
る
。
親
企
業
と
下
請
け
の

取
引
関
係
の
あ
り
方
に
つ
い
て
〇
八
闘
争
の

中
だ
け
で
議
論
が
進
展
す
る
こ
と
は
困
難
が

予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
経
営
課
題
を
議
論

す
る
労
使
協
議
会
な
ど
の
場
で
通
年
的
に
扱

う
こ
と
も
想
定
し
て
い
る
。

鉄
・
造
船
は
二
年
で
賃
金
改
善
三

〇
〇
〇
円
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
は
二
五
〇
〇

円
以
上
で
検
討

〈
基
幹
労
連
〉

　

鉄
鋼
、
造
船
重
機
、
非
鉄
金
属
の
労
働
組

合
で
構
成
す
る
基
幹
労
連
（
内
藤
純
朗
委
員

長
、
二
五
万
人
）
は
五
、
六
の
両
日
開
い
た

討
論
集
会
で
〇
八
年
の
春
闘
方
針
案
を
提
起

し
、
向
こ
う
二
年
間
の
賃
金
改
善
要
求
と
し

て
、
一
人
当
た
り
月
額 

三
〇
〇
〇
円
を
基

準
と
す
る
統
一
要
求
案
を
打
ち
出
し
た
。

　

基
幹
労
連
が
二
年
サ
イ
ク
ル
の
統
一
要
求

を
掲
げ
る
の
は
〇
六
年
春
闘
に
続
き
二
回

目
。 

〇
六
年
の
交
渉
で
は
、
働
く
人
へ
の

投
資
で
魅
力
あ
る
労
働
条
件
を
つ
く
り
上
げ
、

産
業
・
企
業
の
競
争
力
強
化
と
の
好
循
環
を

生
み
出
す
と
の
考
え
方
を
基
本
に
据
え
、
従

来
型
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
要
求
で
は
な
く
、
月

例
賃
金
の
改
善
を
求
め
た
。
そ
の
結
果
、
大

手
労
組
の
多
く
が
翌
〇
七
年
四
月
か
ら
一
〇

〇
〇
円
強
も
し
く
は 

一
〇
〇
〇
円
程
度
の

新
規
財
源
を
投
入
し
て
賃
金
改
善
を
図
る
こ

と
で
決
着
し
た
。

　

内
藤
委
員
長
は
、「
〇
六
年
春
闘
で
は
成
果

が
上
が
っ
た
が
、
組
合
員
に
分
か
り
に
く
か

っ
た
」
と
指
摘
。
そ
の
理
由
を
「
従
来
型
の

要
求
根
拠
で
あ
る
『
物
価
上
昇
プ
ラ
ス
生
活

向
上
分
』
と
い
う
考
え
方
や
、
一
律
ベ
ア
と

い
う
シ
ン
プ
ル
な
要
求
と
比
べ
る
と
（
賃
金

改
善
の
）
概
念
が
分
か
り
に
く
く
、
ま
た
、

妥
結
時
点
で
（
経
営
側
か
ら
）
具
体
的
な
水

準
が
示
さ
れ
ず
、実
施
時
期
が（
一
年
後
に
）

延
び
た
こ
と
も
あ
っ
た
」
と
説
明
し
た
。

　

こ
う
し
た
経
過
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
〇

八
春
闘
で
は
、
水
準
や
実
施
時
期
に
つ
い
て

は
「
要
求
で
水
準
や
時
期
を
指
定
し
て
い
る

の
だ
か
ら
、
そ
れ
に
（
経
営
側
が
）
応
え
て

実
行
す
れ
ば
克
服
で
き
る
」
と
強
調
。
来
春

闘
で
は
、
賃
金
改
善
の
金
額
を
明
確
に
し
て 

〇
八
年
四
月
一
日
か
ら
実
施
す
る
前
提
で
の

回
答
を
強
く
求
め
る
考
え
だ
。
要
求
案
が
前

回
交
渉
と
同
じ
二
年
で
三
〇
〇
〇
円
に
な
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
取
り
き
る
決
意
で
提

起
し
た
」
と
述
べ
、
理
解
を
求
め
た
。

　

具
体
的
な
賃
金
改
善
の
要
求
額
は
「
〇
八
、

〇
九
年
度
の
二
年
間
で
三
〇
〇
〇
円
を
基

準
」
と
示
し
た
。
額
は
前
回
と
同
じ
だ
が
、

単
組
ご
と
に
課
題
を
洗
い
出
し
て
要
求
根
拠

を
積
み
上
げ
た
結
果
と
し
て
、
三
〇
〇
〇
円

を
超
え
る
ケ
ー
ス
も
想
定
さ
れ
る
た
め
、「
基

準
」
と
し
た
。
ま
た
、
要
求
方
式
は
、
鉄
鋼

部
門
は
三
五
歳
標
準
労
働
者
方
式
で
三
〇
〇

〇
円
、
船
重
（
造
船･

重
機
）
部
門
な
ど
は

平
均
方
式
で 

三
〇
〇
〇
円
と
し
て
い
る
。

　

賃
金
改
善
の
財
源
配
分
の
仕
方
も
、
よ
り

明
確
に
し
た
。
全
員
の
賃
金
を
一
律
に
底
上

げ
す
る
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
だ
け
で
な
く
、
賃
金

カ
ー
ブ
の
是
正
や
全
額
仕
事
給
へ
の
配
分
、

特
定
の
階
層
へ
の
重
点
配
分
な
ど
、
各
単
組

が
幅
広
い
観
点
で
検
討
し
て
要
求
を
組
み
立

て
る
こ
と
は
前
回
と
変
わ
ら
な
い
が
、
今
回

は
諸
手
当
も
含
め
る
。
例
え
ば
、
鉄
鋼
部
門

の
大
手
労
組
は
交
代
勤
務
労
働
者
の
賃
金
改

善
に
焦
点
を
当
て
、
深
夜
手
当
の
引
き
上
げ

で
二
〇
〇
〇
円
、
休
日
労
働
手
当
の
増
額
で 

五
〇
〇
円
を
確
保
し
、
こ
れ
を
ベ
ー
ス
に
各

単
組
が
独
自
要
求
分
の
五
〇
〇
円
を
加
算
す

る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
長
時
間
労
働
の
是
正
に
も
取
り
組

む
。
連
合
の
「
割
増
率
共
闘
」
に
参
加
し
、

①
月
四
五
時
間
未
満
の
時
間
外
三
〇
％
②
月

四
五
時
間
超
の
場
合
五
〇
％
③
休
日
労
働
五

〇
％―

―

に
引
き
上
げ
る
よ
う
求
め
る
。

〈
Ｊ
Ａ
Ｍ
〉

　

機
械
金
属
関
連
の
主
に
中
小
企
業
労
組
で

構
成
し
、
連
合
中
小
共
闘
の
基
軸
を
担
う
Ｊ

Ａ
Ｍ
（
河
野
和
治
会
長
、
三
八
万
人
）
は
一

二
月
三
、
四
の
両
日
、「
二
〇
〇
八
春
季
生
活

闘
争
中
央
討
論
集
会
」
を
開
き
、
来
春
の
闘

争
方
針
を
討
議
し
た
。
本
部
が
提
案
し
た
方

針
案
の
柱
は
、
連
合
や
金
属
労
協
の
方
針
に

準
じ
、
①
「
賃
金
構
造
維
持
分
プ
ラ
ス
二
五

〇
〇
円
以
上
」
の
賃
上
げ
②
一
時
金
年
間
五

カ
月
基
準
③
月
四
五
時
間
を
超
え
る
所
定
外

労
働
時
間
の
割
増
率 

五
〇
％
へ
の
引
き
上

げ
、
す
べ
て
の
休
日
割
増
の
五
〇
％
以
上
へ

の
引
き
上
げ―

―

な
ど
。
賃
上
げ
要
求
で
は
、

平
均
賃
上
げ
の
ほ
か
に
、
個
別
賃
金
要
求
も

か
か
げ
て
お
り
、
高
卒
直
入
者
三
〇
歳
で
二

六
万
円
、
三
五
歳
で 

三
五
万
五
〇
〇
〇
円

を
標
準
労
働
者
要
求
基
準
と
し
、
水
準
底
上

げ
を
め
ざ
す
。「
Ｊ
Ａ
Ｍ
一
人
前
ミ
ニ
マ
ム

基
準
」
で
は
三
〇
歳
二
四
万
円
、
三
五
歳
二

七
万
円
、 

四
〇
歳
二
九
万
五
〇
〇
〇
円
な
ど

の
基
準
を
提
示
。
ま
た
、
連
合
の
「
割
増
率

共
闘
」
に
参
加
す
る
。

　

統
一
要
求
提
出
日
を
二
月
一
九
日
と
し
、

統
一
回
答
指
定
日
は
金
属
労
協
の
集
中
回
答

日
と
な
る
見
込
み
の
三
月
一
二
日
及
び
前
日

の
一
一
日
の
二
日
間
に
設
定
。
と
く
に
大
手

回
答
の
前
の
一
一
日
に
回
答
を
引
き
出
す
こ

と
で
、
中
小
へ
の
波
及
を
狙
う
。

（
調
査･

解
析
部
）
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